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J43b Suzaku衛星によるX線パルサーA0535+26の解析
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A0535+26はX線パルサーであり、中性子星の回転周期である 103-104 sのパルス周期を示す。50 keVと 100
keVあたりにサイクロトロン吸収構造が観測されている。RXTE衛星（Negueruela et al. 2000）、BeppoSAX
衛星（Orlandini et al. 2003）の観測によると、エネルギースペクトルは power-lawモデル、backbodyモデル、
bremsstrahlungモデルのどれでもよく合い、物理過程の決定が困難となる。またBeppoSAX衛星の観測では、エ
ネルギースペクトルを power-lawモデルで合わせると、
2 keV以下で soft excessが見られ、これは中性子星からの輻射の可能性を示唆している。
そこでエネルギー分解能のよい Suzaku衛星搭載のXISとPINのデータを用いて、様々な位相でのエネルギース
ペクトルの振る舞いを調べた。はじめにX線パルサーに一般的なモデルであるhigh energy cutoffを示すpower-law
モデルを適用した。するとBeppoSAX衛星の観測と同様に soft excessが見られた。一方、位相が大きくなるにつ
れ power-lawモデルの傾きを表す photon indexが大きくなることから、スペクトルがソフトになっていく。この
ように位相によりスペクトルが変化していることがわかった。また、鉄のK輝線が見つかっており、equivalent
widthは∼30 eVである。詳細は本講演にて行う。


